
科目名 フィジカルアセスメント

担当指導者 福田賢一郎、前田倫厚、竹林真澄

時間 45 （厚生労働省の規定時間：45時間）

身体診察・診断学（演習含む）を学ぶ

　1．身体診察基本手技の理論と演習・実習

　2．部位別身体診察手技と所見の理論と演習・実習

　　  全身状態とバイタルサイン/頭頸部/胸部/腹部/四肢・脊柱/泌尿・生殖器/乳房・リンパ節/神経系

　3．身体診察の年齢による変化

  　　小児/高齢者

　4．状況に応じた身体診察

　　  救急医療/在宅医療

①多様な臨床場面において患者の安心に配慮しつつ、必要な特定行為を安全に実践するためのフィジカルアセスメントの知識と実践能力を身につける

②多様な臨床場面において重要な病態の変化や疾患を包括的にいち早くアセスメントし、必要な治療を理解してケアを導くための基本的な能力を身につける

③患者年齢や状況に応じて、頭から爪先までの全身の系統的な身体診察と的を絞った身体診察を使い分け、手技を自分の型にする

講義（放送授業・面接授業）：e-ラーニングの受講/確認テスト、添削指導

演習（面接授業）：ペーパーシミュレーションによるディスカッション・レポート提出/観察評価

実習（面接授業）：ロールプレイ/チェックリストを用いた観察評価

動画付演習・実習（放送授業・面接授業）：

　　　【演習】手本となる身体診察動画を視聴後、その身体診察に関連するペーパーシミュレーションによるディスカッション・レポート提出/観察評価

　　　【実習】手本となる身体診察動画を視聴後、その身体診察のロールプレイ/診察ポイントをまとめたチェックリストを用いた観察評価

試験（筆記試験）：科目修了試験の実施（教室に集合しPC端末もしくは試験用紙を用いて行う）

学習内容 講義 演習 実習 評価

1．身体診察基本手技の理論と演習・実習

①基本 1

【演習1】

※①視聴後
0.5

【実習1】

※①視聴後
0.25 0.25

2．部位別身体診察手技と所見の理論と演習・実習

②全身状態と

　バイタルサイン
0.75

③頭頚部 1

0.5

0.5

1

0.75

0.75

⑤腹部 1

⑥四肢・脊柱 0.5

1

1.5

0.5

0.5

⑨神経系 0.5

1.5

1.5

1

1

1

1

1

腎・泌尿器の診察（動画：約5分）

神経系の診察（動画：約16分）

認知症疑いの診察（動画：約14分）

第一印象の把握（動画：約11分）

皮膚とリンパ節

神経系

頚静脈、末梢動脈の診察（動画：約20分）

高位脊髄損傷の診察（動画：約8分）

膝、肩の診察（動画：約26分）

腹部

筋骨格

腎・泌尿器

産婦人科

乳房・甲状腺

講義時間は、動画再生時間、動画中の課題の時間、確認テスト（テスト受講、採点、解答確認）の時間を含みます。自学の時間は含まれません

⑦泌尿・生殖器

⑧乳房・リンパ節

【動画付演習】

※②～⑨視聴後

身体診察基本手技

身体診察基本手技

身体診察基本手技

全身状態とバイタルサイン

HEENT（head、ears、eyes、nose、throat）

循環器1

循環器2

循環器3

呼吸器1

呼吸器2

学習概要

到達目標

研修方法/

評価方法

備考

④胸部



学習内容 講義 演習 実習 評価

0.75 0.25

1 0.25

0.75 0.25

0.75 0.25

0.75 0.25

1 0.25

0.75 0.25

1 0.5

0.75 0.25

0.5 0.25

1 0.25

0.75 0.25

0.75 0.25

0.75 0.25

2 0.5

3．身体診察の年齢による変化

⑩小児 2

⑪高齢者 1

4．状況に応じた身体診察

⑫救急医療 0.75

⑬在宅医療 2

まとめ

1

17.5 8.5 13.5 5.5

小児

高齢者

外傷初期診療（JATEC）

在宅医療

科目修了試験

リンパ節・皮膚の診察

（動画：リンパ節：約18分、皮膚：約19分）

神経系の診察（動画：約16分）

認知症疑いの診察（動画：約14分）

第一印象の把握（動画：約11分）

通しの全身診察の型（動画：約32分）

腹部の診察（動画：約34分）

高位脊髄損傷の診察（動画：約8分）

膝、肩の診察（動画：約26分）

手の診察（動画：約15分）

腎・泌尿器の診察（動画：約5分）

フィジカルアセスメント総論（動画：約12分）

頚静脈、末梢動脈の診察（動画：約20分）

頭頚部の診察（動画：約21分）

呼吸の診察（動画：約20分）

心音の診察（動画：約15分）

タイトル

【動画付実習】

※②～⑨視聴後


